
子 ども達に田んぼの役割や農業に関する知識を深めてもらうことを目的に、去る８月２６日（土）、東松島市大曲地区で、地域の小学生など１０名とそ

の父母１５名の参加の下、「ふるさと学習講座inおおまがり」を開催しました。ふ

るさと学習講座は今回で１４回目に当たります。開催場所となった大曲地区内で

は、基盤整備事業が予定されています。 

  

上品山山頂より望む石巻管内の風景 

担当：計画調整班 

▲講義の様子 

 第２部では、近隣の水路で田んぼの生き

物調査を行いました。調査の結果、下記の

魚類及びその他の生き物が確認されまし

た。子どもたちは自分で捕獲したザリガニ

等の生き物に興味津々でした。 

○魚類：モツゴ、ドジョウ、ニゴイ 

○その他：アメリカザリガニ、マルタニ

シ、ニホンアカガエル 

▲生きもの調査の様子 

 第１部は講義形式で、農業や田んぼに

住む魚などについて学習しました。 

 ○東松島市の農林水産業について 

     ･･･東松島市役所農林水産課  

 ○土地改良区の役割について 

     ･･･河南矢本土地改良区 

 ○田んぼに住む魚について 

     ･･･石巻地方振興事務所 

地域産業の学習講座 

田んぼの生きもの調査 

「ふるさと学習講座inおおまがり」を開催！ 

 「いしのまきＮＮ通信」は、石巻管内の農業農村整備事業に関連する活動等を広くお知らせすることを目的に、年３回程度発行しています。

掲載希望の情報等がありましたら計画調整班までご一報ください。今後ともよろしくお願いします。 
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 昆布沼は旧桃生町の北部に位置し、平成14年から地域用水環境整備事業「昆

布沼地区」として沼の周辺整備を実施しており、今年度から護岸工事を行いま

す。工事期間中は沼の水を抜いて作業を行うため、沼に棲息する魚類に多大な

影響を及ぼすことが懸念されます。 

 そこで、魚類を一時的に隣の調整池に移動し工事の影響を軽減するため、地

元住民、工事関係者、漁業協同組合、関係行政機関の協力の下、10月21日

（土）に「昆布沼を救おう！」を開催しました。 

 当日は晴天にも恵まれ、地元の家族連れが多く参加した結果、参加者は総勢

130人にも達しました。魚類の捕獲は、ボートを利用して地引網を仕掛けて、

浅瀬まで参加者が引っ張るという形で行いました。地引網を引き始めると、大

きな魚が跳ねて逃げようとし、会場から歓声が上がりました。 

 捕獲した魚は、ヘラブナがほとんどでしたが、その他にモツゴ、ニゴイ、オ

イカワ、レンギョ、ブルーギル、ブラックバス、カラス貝も捕獲されました。

中には今年ふ化したばかりである体長５cmのブラックバスも見つかり、昆布沼

でもバスの繁殖が進んでいることが分かりました。 

 作業の合間には沼のゴミ拾いを行うなど、沼の美化も図られました。作業終

了後には、地域のお母さん達の手作りの豚汁とおにぎりが振舞われました。 

桜の苗木の植栽＆魚のモニタリングをしました 

～河南３期地区～ 

 11月15日、河南３期地区ほ場整備実行委員会、地元農家、河南矢本土地改

良区とともに、総勢40人で調整池の周辺に桜の苗木の植栽を行いました。 

 調整池の法面には７月にティフブレア（芝草）を植えましたが、さらに周

囲に桜を植えることにより、調整池の環境と景観に一層配慮しました。 

 植栽作業は、（財）日本宝くじ協会の助成で頂いたソメイヨシノ、シダレ

ザクラ、オオヤマザクラ合わせて約30本を植えるとともに、周囲の芝刈りや

ゴミ拾いも合わせて行いました。 

 また、10月23日には、調整池に棲息する魚のモニタリングを行いました。

あいにくの雨でしたが、地元の方々と協力して地引網を引いたところ、コ

イ、フナ、ナマズ、ウグイなどの魚を捕獲することができ、多くの種類の魚

が生息していることが分かりました。 

 将来は、桜が咲き誇り、芝が生い茂り、たくさんの生き物が住む環境に恵

まれた「地域の憩いの場」となることを期待しております。 

 

担当：農地整備第一班 

担当：農地整備第二班 

▲地引網を引く様子 

▲捕獲した魚を鑑賞する様子 

▲桜の苗木の植栽の様子 

▲魚のモニタリングの様子 

▲大きな魚に子ども達も大喜び 

「昆布沼の魚を救おう！」を開催 
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みやぎ出前講座「みなさん、あのね…」を開催 

来年度から調査事業を開始する３地区が決定 

河南矢本地域は、管内の他地域に比べ水田整備率が低く、経営所得安定対策

等に対応するためにも、ほ場整備の着実な推進が求められています。 

また国営灌漑排水事業の受益ともなっており、当事務所においても、重点的

取組みを行う地域として設定し、関係機関と協力して活動を支援した結果、鹿

又地区、広渕沼地区、大曲地区の３地区が調査同意約100％を徴収し、来年度

から調査事業を開始することとなりました。 

 事業採択に向けて、今後とも引き続き積極的に活動を支援していきたいと考

えています。 

 

担当：計画調整班 

▲グランドカバー植栽の様子 

 ９月15日、石巻市河南公民館北村俵庭分館において、公民館事業として開催

している成人講座の一環として｢石巻管内のほ場整備とみやぎ方式ほ場整備｣の

勉強会を開催しました。同地区では、ほ場整備が予定されており（広渕沼地

区）、ほ場整備に対する関心が強かったため、みやぎ出前講座を掲載している

広報課のＨＰから、石巻管内で独自で取り組んでいる本メニューを検索し、申

込みをしたとのことです。 

 講座は、県の担当者からパワーポイントを用いて、石巻管内のほ場整備状況

等について説明を行い、その後質疑応答を行いました。 

 参加者は19名に及び、今後の地域農業を守るべく、皆さんが非常に熱心に聞

いている姿が印象的でした。 

 引き続き要請があれば積極的に出前講座を開催したいと考えています。 
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▲講義の様子 

▲熱心講義を聴く参加者の様子 
担当：計画調整班 

■平成19年度調査事業開始地区 

鹿又地区 ６７２ｈａ 

広渕沼地区 ６８８ｈａ 

大曲地区 １５６ｈａ 

地区名 面積 位置 

石巻市（旧河南町） 

石巻市（旧河南町） 

東松島市（旧矢本町） 

農地・水・環境保全向上活動～蛇田保全隊～ 

 石巻市蛇田地区は都市化や混住化が急速に進み、農村資源をどのように保全・

活用していくかが地域の課題となっていました。そこで、農地・水・環境保全向

上活動支援実験事業として、本年４月に地域の農業者及び関係団体を構成員とし

た蛇田保全隊（農用地面積57.3ha）が結成されました。 

 これまでの活動としては、集落清掃活動及び水路の江払い（４月16日ほか）、

グランドカバー（芝桜）の植栽（６月18日）、研修視察「内川保全隊」との交流

（７月30日）、農業用水の利用と消防活動（８月６日）が実施されました。 

 平成19年度からの本格実施に向けて、引き続き積極的な活動が行われるよう支

援していきたいと考えています。 
担当：農村整備班 

大曲地区 

広渕沼地区 鹿又地区 



「北上川フェア２００６」に参加 

▲展示水槽を覗く人々の様子 ▲ザリガニ・どじょうすくいの様子 

▲調印式の様子１ 

▲調印式の様子２ 

担当：管理指導班 

〒986-0812 石巻市東中里１丁目４－３２ 

Tel 0225(95)1411 （内）478 

Fax 0225(96)4880 

E-mail  isss-kt@pref.miyagi.jp 

URL  http://www.pref.miyagi.jp/issgsin/nn 

めだか のすめる たんぼ づくりをめざして 

宮城県石巻地方振興事務所 

農業農村整備部 

編集・発行 （創刊平成１５年２月） 

宮城県石巻地方振興事務所 農業農村整備部 

計画調整班 農村活性化担当 

桃生郡北方土地改良区と桃生郡河北町二俣土地改良区の合併予備調

印式が７月３１日に石巻市桃生公民館で行われました。 

調印式には、両土地改良区の役員をはじめとして、桃生郡北方地区

土地改良区統合整備推進協議会、宮城県、農業関係団体などから約１

００人が出席し、同協議会の会長（石巻市長）、副会長（登米市長）、

石巻地方振興事務所長が立ち会い、両土地改良区の理事長が予備契約

書に調印し契約書の取り交わしを行いました。 

合併（吸収合併）の時期は、平成１９年１月を目指して進めていま

す。両改良区の合併は、平成１６年１２月に統合整備推進研究会を設

立、翌年の７月には統合整備

推進協議会に移行し合併協議

を進めてきたもので、両土地

改良区が合併すると石巻管内

の土地改良区は６つになりま

す。 

10月１日（日）、石巻市中瀬公園で開催された「北上川フェア２００

６」に参加し、管内土地改良区や市町村職員とともに展示コーナーを設

置しました。参加するのは今年が２回目です。 

内容としては、田んぼの役割を紹介したパネルの設置や、水路やため

池に住む魚たちを水槽に入れて展示するとともに、体験型として、「ザ

リガニ釣り」や「ドジョウすくい」のコーナーも設けました。 

展示した魚は、前もって関係職員が苦労して捕獲したもので、フナ、

コイ、メダカ、タモロコ、モツゴなどよく知られた魚のみならず、ため

池で捕獲した大きなライギョも含まれていました。 

天候にも恵まれた結果、我々のコーナーにも多くの方の来場がありま

した。展示の中で一番人気があったのは、ザリガニ釣りのコーナーで、

特に子どもたちに大人気でした。 

組合員数  ２，３７４人 

役員定数 理事１６人、監事３人 

総代定数 ７０人 

地区面積 ３，２３７ha 

■合併後の状況 
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北方土地改良区と二俣土地改良区が 

合併に向けて予備調印しました 


